
・テーマ2
クラブ活動の本質とは －ロータリーの現状と明るい未
来のために－
テーブル2-1 
テーブルマスター 磯田郁子委員（大阪東淀ちゃやまちRC）
テーブル2-2 
テーブルマスター 木村芳樹委員（大阪南ＲＣ）

・テーマ3
今後の環境の変化とクラブのロータリー活動のありかた
テーブル3-1 
テーブルマスター 泉 博朗委員（大阪帝塚山ＲＣ）
テーブル3-2 
テーブルマスター 岡田耕治委員（東大阪東ＲＣ）
テーブル3-3 
テーブルマスター 五味千秋委員（大阪心斎橋ＲＣ）

（参加クラブ 地区内83クラブ中80クラブ 欠席 交野、大
阪本町、大阪天王寺）

いずれのテーブルも熱心な議論を頂きました。 参加ク
ラブの皆さん、有難うございました。
クラブ研修リーダーアンケートによりますと、各クラブに
おけるロータリー活動の活性化の度合いは、5段階評価
で全クラブ平均3.6ポイント、パーセントに直しますと72％と
かなりと評価で、わが地区のレベルの高さが伺われます。
しかし、一方で活性化を阻害する要因として、
①新入会員の減少、退会会員の増加による会員数の減少
②会員のロータリー精神、ロータリアンとしての誇り、モラ
ルの低下
③例会、委員会活動のマンネリ化（特に社会奉仕活動）
等の指摘が目につきました。
クラブの歴史、クラブの生い立ち、規模など全てのクラ
ブを対象に行うセミナーの難しさはありますが、セッション
の議論を通じて活性化を阻害する要因を各々のクラブ
が取り組んで行きたいとする姿勢を痛感するセミナーで
あったと思います。

日 時：2012年10月27日（日） 10：00～12：00
場 所：YMCA会館 2Fホール

2012年7月28日開催の第1回に続いて、第2回のクラブ
研修リーダーセミナーを高島凱夫Ｇ、大森慈祥ＰＧ、泉博
朗ＧＮ、8名のＧ補佐・Ｇ補佐Ｅ、6名の研修委員会委員
及び地区内クラブより82名の参加を頂き開催しました。
今回のセミナーは、7月28日に行いました第1回のセミ

ナーの結果のアンケートを踏まえ、地区内クラブの関心
の深いテーマを選び、テーマごとに少人数で時間も限ら
れた制約の中で、ディスカッションに多くの時間をかけて
行いました。
通常、ディスカッション終了後にテーブル毎に行ってき

ました発表も後日、書面にて報告を行うことなど、新しい
試みもしました。試行錯誤を試みながら、従来の形にとら
われないセミナーの在り方を模索しようとした本年度の
研修委員会メンバーの前向きな姿勢を感じて頂き意見
をどんどんお寄せくださればと、願うセミナーでした。
岩津陽介委員の司会で10時より開会し、高島Ｇの挨

拶に引き続き、私の『クラブ研修リーダーの役割』の基調
講演まで３０分で終えました。
セミナーのメイン『テーマ別テーブルディスカッション』を
1時間30分をかけて、始めました。

・テーマ１
クラブ研修リーダーの役割を効果的に果たすために
テーブル1-1 
テーブルマスター 岩津陽介委員（大阪御堂筋ＲＣ）
テーブル1-2 
テーブルマスター 鈴木 洋委員（八尾東ＲＣ）


